





























































































































































































1A 1B 1C 1D 1E 1F 1G 学年合計
鵬 既 既 鵬 鵬 鵬 既
6 1 3 4 3 2 5 24
2A 2B 2C 2D 2E 2F 2G 学年合計
鵬 鵬 鵬 鵬 鵬 鵬 鵬
3 0 9 10 6 4 4 36
3A 3B 3C 3D 3E 3F 3G 学年合計
鵬 既 既 既 既 既 既
8 2 4 5 2 1 3 25
8．別室学習
頭髪の指導対象生徒は，12月から別室での学習となった。
当初は，最長でも1週間程度で，親学級へ戻るものと予測をしていた。
そのため，プリント学習を主とし，下記のような「別室学習日誌」を作成した。
その資料の一部をここに抜き出す。
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別室学習日誌
　別室学習期間は，頭髪の規定に違反していることを反省し，改善する期間である。また，頭髪だけでなく，
普段の学校生活について良かった点・悪かった点にっいて考え，これからどのような学校生活を送るべきなの
か自分自身についても見つめ直して欲しい。
別室学習中は，下記の「別室学習の’d得」を守り，一日でも早く通常の学校生活にもどれるように努力する
こと。
国SHRと学習活動
　1。朝のSHRから帰りのSHRまでを別室で過ごします。
　2．通常の時間割の時程に従って課題学習します。短縮授業の場合はそれに準じます。
　3．LHRは，特別な課題が出ます。
　4．担当の先生が指導に当たります。
回注意事項
　1．昼食・昼休みは別室で取ります。学食・パン屋・購買での購入は出来ません。必ず「弁当」
等の昼食を用意して下さい。
　2．課題学習にしっかり取り組んで下さい。取り組まないと，授業は欠席扱いになります。
回禁止事項
　1．　別室学習中，携帯電話は預かります。下校する時に返却します。
　2．全ての休み時間中に，他の生徒との接触を禁止します。圃
　3．昼食時以外の飲食は一切禁止します。
國日誌の記入
　1．この「別室学習日誌」をすべて記入し，下校前に担任の先生に見てもらうこと。
団その他
　1．頭髪の改善が確認され次第，教室での学習に戻ります。
　2．次週の月曜日（休日の場合は翌日）までに改善が確認されない場合，保護者に来校して
もらい，「訓戒指導」があります。
名前
9．別室学習での成果
別室での学習については，短期間での効果を見込んでいた。プリント学習と反省文，あるいは
別室学習者相互の会話の禁止等，さまざまな制約があり，当然親クラスへの復帰を願うものと
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思われていた。
生徒の反省文には，親クラスに戻るに際し，最後の日の反省文に「みんなと一緒に勉強したい」
とか「校長のバーカ」で締めくくられた反省文もあった。高校生になりきれない幼さが，また
可愛らしくもあった。
しかしながら一部の生徒は，その予測に反し冬休みを挟み3学期まで別室学習が続いた。
生徒の学習権の問題もあり，対応に苦慮したが，学年からそれぞれの教員の空き時間に授業を
実施するということで，一定の解決がはかられた。
とはいえ，教員個々の過重な負担を結果的に強いることとなった。そしてそれは3月まで続い
た。
振り返ると，9月当初の教師集団の足並みの乱れ，意思の不一致を乗り越え，一定の成果を上
げることができたことは，教師集団のカの結集の結果だった。
そのことを誇りとして，この稿を閉じたい。
なお，資料等は川崎市立川崎高等学校の「頭髪指導の軌跡」という冊子から引用したものであ
る。
また，当時の生活指導部主任の坪松宏志先生，生活指導部の各先生，学年主任の先生，あのこ
ろの在職したすべての先生の協力により，曲がりなりにも「頭髪指導」に成功した事例として
ここに記録しておきたい。
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